森林環境教育・木育について

【森林環境教育とは】
森林環境教育とは、森林内での様々な体験活動等を通じて、森林と人々の生活や環境との関係についての理解と関係を深める取組です。
現代社会では、人々が日常生活の中で森林や林業に接する機会が少なくなっています。このため、森林内での様々な体験活動等を通じて、森林と人々の生活や環境との関係についての理解と関係を深める森林環境教育が全国各地で取り組まれています。
実際に森林に足を運び、森林が持っている様々な機能を肌で感じ、体験を振り返ることで、森林との関わりを理解するとともに、自分たちは森林のために何ができるのかを考えていくことで、森林への理解や関心を深め、森林と共に生きる未来を作ってもらうための人材育成にもつながります。

　
【木育とは】
　木育とは、子どもをはじめとするすべての人が『木とふれあい、木に学び、木と生きる』取組です。それは、子どもの頃から木を身近に使っていくことを通じて、人と、木や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育むことです。

生活スタイルの変化から、日々の暮らしの中で木のぬくもりに触れる機会は近年減少し続けています。日用品もプラスチックや石油由来の素材をした製品が中心で、木材から作られたものは多くありません。

しかし、豊かな森林や山野を有する日本において、古くから木材は大切にされ、暮らしや文化・伝統を大きく形づくってきました。その価値がいま改めて、見直されてきているのです。

木のぬくもりに触れる体験は、単に木材への知識を深めるだけでなく、豊かなこころや感性をはぐくむきっかけになります。
【やまなし森林環境教育・木育推進協議会とは】
全国各地で地方自治体・木材産業団体・大学研究機関など関係各所が連携して、森林や木材の良さへの理解を深め、木材利用の促進を目的にさまざまなイベントや活動がおこなわれています。
　山梨県においても、次代を担う子供たちが木に親しみ、森林への理解を深めるための活動を通じて、木の文化を継承し、森づくりに貢献する豊かな感性を持った人材を育てていくことを目的に令和２年１０月に「やまなし森林環境教育・木育推進協議会」を設立し、森林環境教育及び木育を推進しています。
　やまなし森林環境教育・木育推進協議会の協議会員は下記の１３団体から構成されています。
・公益財団法人　オイスカ山梨県支部
・公益財団法人　キープ協会
・甲府商工会議所
・富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
・富士吉田商工会議所
・山梨県公立小中学校長会
・公益社団法人　山梨県私学教育振興会
・山梨県商工会連合会
・一般社団法人　山梨県森林組合
・山梨県保育協議会
・一般社団法人　山梨県木材協会
・公益財団法人　山梨県緑化推進機構
・山梨県林政部
　やまなし森林環境教育・木育推進協議会では、山梨県内の教育機関等を対象とした、森林体験活動の企画作成や木にふれあう場の設置などの森林環境教育・木育活動への支援として補助金交付事業を行っております。事業の詳しい内容については次の通りです。
①【森林体験活動企画支援事業】
	内容
	小中学校や子どもクラブ等が森林体験活動を行うにあたり、アドバイザーから企画支援を受ける事業

	対象
	小学校、中学校及び特別支援学校(公立または私立を問わない)、
子どもクラブ及び育成会

	補助対象経費
	アドバイザーに対する謝金、旅費

	補助率
	１０／１０以内

	補助限度額
	３０，０００円


②【木にふれあう場の創出事業】
	内容
	①子どもやその親が木にふれあうことができる場を創出するための県産材を用いた木育スペースの設置・改修事業(１㎡あたり0.01㎥以上の県産材を使用すること。)
②木製遊具等購入事業(県産材を使用したもので、木育を目的とした物品の購入に限る。)

	対象
	保育所、幼稚園、認定こども園等及び認可外保育施設(公立施設は除く)、不特定多数の人が利用する施設を有する民間事業者

	補助対象経費
	①木育スペースの設置・改修に係る工事費、設計費、デザイン料及び什器購入費
②木製玩具、遊具及び什器等の購入に係る経費

	補助率
	１／２以内

	補助限度額
	５００，０００円


③【木育インストラクター養成事業】
	内容
	保育所等が木育に取り組むために、職員を木育インストラクター養成講座に参加させる事業

	対象
	保育所、幼稚園、認定こども園及び認可外保育施設(公立又は私立を問わない)

	補助対象経費
	木育インストラクター養成講座参加に係る受講料、旅費

	補助率
	１／２以内

	補助限度額
	１０，０００円


